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研究要旨 

2009 年に山梨県において全国に先駆けて養成を始めた肝炎医療コーディネーターは現

在全都道府県で養成事業が進行中で 2017 年には厚生労働省から「肝炎医療コーディネ

ーターの養成及び活用について」が発出されている。しかし実際の役割や機能は確立さ

れていない。、そうした中、各種肝疾患拠点病院事業において相談員や講師として積極

的に参加している事例について本年度も継続して活動内容を調査した。その結果、拠点

病院内および院外での相談業務における相談員、コーディネーター養成講座やスキルア

ップ講座での講師、Ｃ型肝炎治療終了者サポート事業での指導員等の役割で実際に知識

を生かして活動していることが確認された。特に本県では社会保険労務士や弁護士資格

を持つ非医療職の方が仕事と治療の両立支援や肝炎訴訟についての相談業務のために

コーディネーター認定を受けたうえで活動している。全国的な肝炎医療コーディネータ

ーの活動指針として共有してくことが望まれる。 

 

 

Ａ．研究目的 

ウイルス肝炎対策において患者の受検、

受診、受療に繋げるため、また行政等で導

入してきたさまざまな医療制度を的確に

患者へ発信するため、2009 年に山梨県に

おいて全国に先駆けて養成を始めた肝炎

医療コーディネーターは現在全都道府県

で養成がおこなわれるまでに発展し、

2017 年には厚生労働省から「肝炎医療コ

ーディネーターの養成及び活用について」

が発出されている。しかし実際の役割や 

機能は明確でなく、全国で統一された活  

     

動指針はなかった。そうした中で各種肝

疾患拠点病院事業において相談員や講師

として積極的に参加している事例も多数

確認されたため、本年度の活動内容を調

査し今後の全国的な肝炎医療コーディネ

ーターの活動指針の構築に繋げることを

本研究の目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

2009 年から開始している山梨県の肝炎

医療コーディネーター養成事業の現状と、

肝疾患診療連携拠点病院である山梨大学
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医学部付属病院・肝疾患センターで 2019

年度におこなった各種相談業務、コーデ

ィネーター養成講座・研修会での講師、さ

らに山梨県で開始しているＣ型肝炎治療

終了者サポート事業での保険指導におけ

る肝炎医療コーディネーターの活動状況

を調査した。 

 

Ｃ．研究結果 

1．肝炎医療コーディネーター養成事業 

1）コーディネーター養成講習会 

2019 年 11 月 7 日（木）～1 月 9 日（木） 

会場：山梨大学医学部臨床大講堂 

4日間、合計 8講義、うち 2講義で肝炎医

療コーディネーター2名（看護師 1名、医

療行政職 1名）が講師を担当  

全講義を受講し試験合格者が認定される  

受講者：31名 認定者：30名 

2009 年度からの合計認定者：414 名 

これまでに本県の養成事業で社会保険労

務士 21名がコーディネーター認定を受け

ており、今年度初めて弁護士が認定され

た。 

 

 

2）肝炎医療コーディネーター研修会 

2019 年 9月 28日（土） 

会場：アピオ甲府（甲府市） 

特別企画「肝炎医療の常識クイズ」に肝炎

医療コーディネーター8 名（看護師 2 名、

保健師、メディカルソーシャルワーカー、

臨床検査技師、栄養士、薬剤師、社会保険

労務士）が各専門分野のクイズ解説者と

して参加  出席者：40名 
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2.肝疾患相談支援業務 

1)山梨大学医学部付属病院医療福祉支援

センター内に相談窓口を開設。通年の月

～金 10：00～16：00 に医師 1 名、相談

員（看護師・肝炎医療コーディネーター）

1名が常勤、他 4名が兼任で対応。2019年

度（～2019年 12月末現在）497件の相談

中、医師の対応を必要としたのは 6 件

（1.2%）のみであった。 

2)院内肝ぞう・がん相談会 

2019 年 10月 28日（月）、12月 9日（月）、

2020 年 1月 20日（月）3回開催。 

対応者：肝炎医療コーディネーター3 名

（看護師、社会保険労務士、弁護士各 1名）、

職業安定所相談員 1名 相談者：計 7名 

 

 
 

3)肝臓なんでも（無料）相談会(院外) 

第 1回 2019年 11月 30日（土） 

会場：甲斐駒センター（北杜市） 

対応者：肝炎医療コーディネーター4 名

（保健師、社会保険労務士、臨床検査技師、

薬剤師各 1名）、医師 1名、弁護士 1名 

相談者：15名 

 

 

 

第 2回 2020年 3月 8日（日） 

会場：アピオ甲府（甲府市） 

で準備し、保健師、薬剤師、管理栄養士、

臨床検査技師、弁護士、社会保険労務士、

行政保健担当職員が参加予定であったが

新型肺炎対応のため中止 

 

3．肝臓病教室の開催 

拠点病院での患者・家族を対象とした教

育・啓発活動 

2020 年 2月 27日（木） 

会場：山梨大学医学部付属病院消化器病

棟カンファレンス室 

テーマ：肝疾患と腹水・浮腫 

肝炎医療コーディネーター2 名（病棟看護

師 1名、臨床検査技師 1名）、医師 1名が

講演と質疑応答 

上記準備するも新型肺炎対応のため中止 
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4．Ｃ型肝炎治療終了者サポート事業 

 

 

 

 

山梨県でＣ型肝炎に対する医療費助成受

給者のウイルス排除後の定期通院継続指

導のため 2017 年 10 月から開始。希望者

に受診票（やまなし健康パスポート）を発

行し、山梨大学医学部付属病院でファイ

ブロスキャンによる肝硬度および脂肪化

の測定を無料でおこない、肝炎医療コー

ディネーター2名（看護師）が受診継続の

指導を担当。 

2017 年度からの総申込数：708名  

本年度受検者数：50名、総受検数：309名 

708 名中 60 名（8.5%）が定期通院から脱

落していたが、本事業へ参加してコーデ

ィネーターの指導を受けることにより通

院再開へと繋がった。 

定期検査助成制度利用者も 2016 年度に

10 名（36,310円）であったものが 2018 年

度には 79 名（1,048,480 円）と人数で 8

倍、金額で 30倍に増加しており、定期通

院継続指導の結果と考えられる。 

 

Ｄ．考察 

2019 年度に山梨大学附属病院肝疾患セ

ンターがおこなった多くの事業に専門性

の異なる多職種の肝炎医療コーディネー

ターが参加していた。通年で常設されて

いる相談窓口では、ほとんどを事務職員

と看護師のコーディネーターで対応可能

であり、医師の関与が必要であったのは

わずか 6 件（1.2%）のみであった。病院

内・外で開催した相談会へは保健師、看護

師、社会保険労務士、臨床検査技師、薬剤

師、栄養士と非常に多彩な職種のコーデ

ィネーターが相談員として参加した。特

に社会保険労務士や弁護士がコーディネ

ーター資格を持ったうえで参加すること

は全国的にも未だ少数と思われる。こう

した非医療域の専門資格を持つ方々はそ

れぞれの専門分野では非常に高度な知識

を持つが、医学的な情報に精通している

とは限らず、社会保険労務士と弁護士ど

ちらの認定者からもコーディネーター養

成事業により得た知識を持ったうえでの

相談業務は有益だとの意見をいただいて

いる。今後より多彩な肝炎医療コーディ

ネーターを多数養成することが医師のみ

では困難な肝疾患患者や家族へのより望

ましい対応へと繋がると期待される。 

C 型肝炎治療終了者サポート事業では

SVR 後に定期通院からドロップアウトし

ていた症例が本事業により再通院に繋が

ること、また本事業開始後に定期検査助

成制度利用者が増加していることなど通

院継続による SVR 後発癌例対策にコーデ

ィネーターによる指導が有効と考える。 

 

Ｅ．結論 

山梨県の肝炎医療コーディネーターは

2019 年度も引き続いて山梨大学附属病院

肝疾患センター事業へ多数が参加してい

る。社会保険労務士や弁護士など非医療
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職のコーディネーターも増え、医療職の

みでは困難な事例への対応が期待される。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 

Ｇ．研究発表  

１．論文発表 

なし 

 

２．学会発表 

井上 泰輔、有薗 晶子、石黒 博子、金子 

春美、石川 佳菜、八巻 真美、渡邉 祐将、

山本 瑠美、神田 藍、北井 朋美、坂本 美

穂子、松本 友香理、小林 貴子、浅山 光

一、久保田 好、下川 和夫、中山 康弘、

榎本 信幸.肝疾患コーディネーターの活

動 .肝臓 (0451-4203)60巻 Suppl.1 Page 

A265.2019 

 

浅山光一、阿部純、下川和夫、有薗晶子、

石黒博子、中山康弘、井上泰輔、榎本信幸.

肝硬度測定装置(FibroScan)を活用したC

型肝炎治療終了者のサポート事業とその

成果について 肝臓60巻Suppl.1 Page 

A287 

 

Ｈ．知的所有権の取得状況  

なし 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし
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